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自
由
参
加
型

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
「
ふ
れ
す
ぽ
」
始
動

　

六
月
十
八
日
に
「
ふ
れ
す

ぽ
」
の
第
一
回
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

「
ふ
れ
す
ぽ
」
は
、
今
年
度
よ

り
村
民
体
育
祭
に
代
わ
り
、
継

続
的
な
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
提
供

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
加

藤
梓
介
さ
ん
（
天
王
）
の
発
案

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
で
内
容
を
固
め
始
動
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
保
育
園
・
小
学
校
の

園
児
・
児
童
向
け
に
ス
ポ
ー
ツ

鬼
ご
っ
こ
を
メ
イ
ン
と
し
た
内

容
と
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
総

合
体
育
館
武
道
場
に
園
児
・
児

童
向
け
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ス
ペ
ー

ス
、
ア
リ
ー
ナ
半
面
に
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
が
で
き

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
は
ア
リ
ー

ナ
の
も
う
半
面
を
使
い
実
施
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
以
外
の

ス
ペ
ー
ス
は
自
由
に
出
入
り
可

能
と
し
、
当
日
は
約
四
〇
名
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
思
い
思

い
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
メ
イ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を

二
か
月
に
一
度
変
更
し
、
屋
外

で
の
ス
ポ
ー
ツ
も
取
り
入
れ
る

な
ど
、
様
々
な
体
験
が
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
中
！

　

今
年
度
の
小
学
校
家
庭
科
裁

縫
授
業
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
達
の
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
登
録
し

て
い
る
二
名
と
、
新
人
三
名
の

五
人
体
制
で
す
。
桐
山
香
苗
さ

ん
（
砂
原
）
は
、
洋
裁
学
校
の

先
生
だ
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

昨
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

「
初
め
て
針
を
持
つ
子
供
た
ち

に
教
え
る
事
で
、
自
分
も
基
本

に
戻
る
事
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
十
二
日
は
五
年
生
の
初

め
て
の
洋
裁
授
業
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が
参
加
し
、

玉
結
び
、
玉
ど
め
の
練
習
の
手 

助
け
を
し
ま
し
た
。
授
業
後
、 

「
子
供
た
ち
が
素
直
で
ホ
ッ
と

し
た
」「
自
己
流
な
の
で
心

配
」「
自
分
も
先
生
の
説
明
を

し
っ
か
り
聞
か
ね
ば
」「
方
法

は
少
し
ぐ
ら
い
違
っ
て
も
良
い 

の
だ
と
伝
え
て
い
く
べ
き
」 

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
家
庭
科
担
当
の
中
島
先

生
は
「
五
年
生
は
二
十
一
人
と

多
い
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲地域の先生が教えます！

　

結
婚
に
よ
っ

て
村
民
と
な
っ

た
自
分
に
は
、

分
館
活
動
は
ス

ト
レ
ス
だ
っ
た
。

ま
わ
り
は
知
ら

な
い
人
ば
か
り
。

こ
ち
ら
の
事
は

知
ら
れ
て
い
る
（
よ
う
な
気
が

す
る
）
状
況
は
、
な
る
べ
く
な

ら
口
実
を
作
っ
て
で
も
避
け
た

い
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
し
ぶ
し
ぶ
参
加
し

た
は
ず
が
終
わ
る
と
心
が
軽
く

な
る
事
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ

は
メ
ン
ド
ウ
な
事
が
終
わ
っ
た

解
放
感
だ
け
で
は
な
く
、
他
人

と
会
話
し
た
事
、
共
感
し
合
え

た
事
か
ら
得
ら
れ
た
高
揚
感
だ

っ
た
。
世
間
は
個
人
の
集
ま
り
、

個
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
か
か
え
る

悩
み
も
あ
る
、
で
も
集
ま
っ
て

笑
い
合
っ
て
、
そ
れ
が
元
気
の

源
に
な
る
。
分
館
活
動
に
よ
っ

て
自
分
は
地
域
の
人
に
な
れ
た

気
が
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
に
よ
っ

て
、
公
民
館
活
動
の
制
限
も
緩

和
さ
れ
た
。
各
地
区
の
行
事
は

戻
り
つ
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

会
話
、
共
感
、
笑
顔
。
心
の
健

康
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
物
だ
。

聖 風山

▲小さなお子さんでも気軽に楽しめるサーキットコース

▲フリースペースはこんなことも

▲スポーツ鬼ごっこは頭も使います
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▲練習に力の入る海君と昊君

▲公演の後家族で記念撮影
左から海君、英夫さん、

昊君、千恵さん
（写真提供：舞遊人）

　

令
和
五
年
度
公
民
館

　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の

　

ご
紹
介

　

麻
績
村
公
民
館
に
は
公
民
館

主
催
の
教
室
や
講
座
の
ほ
か
に
、

ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
を
中
心
に
活
動
す
る
ク
ラ
ブ

や
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
左
の
ク
ラ
ブ
一
覧
表

の
内
容
は
、
公
民
館
へ
提
出
い

た
だ
い
た
「
ク
ラ
ブ
調
書
」
に

よ
る
た
め
、
現
在
の
活
動
内
容

と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
活
動
自
粛
や
休
会
を
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
覧
の
ク
ラ
ブ
の
ほ
か

に
も
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
愛
好
会

や
、
公
民
館
に
所
属
し
て
い
な

い
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆

さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
や
、
活
動
状
況
等

を
見
学
希
望
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
麻
績
村
公
民
館
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
　
　

麻
績
村
公
民
館
事
務
局

　
　
　

☎　

六
七-
二
二
四
〇

上
町
　
飯
森
英
夫
さ
ん

　
主
宰
す
る
ダ
ン
ス
教
室

　
が
二
十
周
年

　

五
月
三
日
、
ま
つ
も
と
市

民
芸
術
館
主
ホ
ー
ル
は
温
か

い
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
安
曇
野
市
を
拠
点
に
活

動
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
舞
遊
人
（
ぶ
ゆ

う
じ
ん
）
の
二
十
周
年
記
念

公
演
で
す
。

　

二
〇
〇
三
年
、
た
っ
た
一

人
で
始
め
た
ダ
ン
ス
教
室

は
、
現
在
八
人
の
講
師
と
百

人
以
上
の
生
徒
を
抱
え
る
大

カ
ン
パ
ニ
ー
に
成
長
し
ま
し

た
。
卒
業
生
の
中
に
は
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
エ
グ
ザ
イ
ル
）
関

連
の
グ
ル
ー
プ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
）
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。「
子
供
た
ち
に
よ
り
良

い
レ
ッ
ス
ン
を
提
供
し
続
け

る
事
だ
け
を
考
え
て
来
た
」

と
二
十
年
間
を
振
り
返
る
英

夫
さ
ん
で
す
。

　
共
に
お
お
き
く
な
っ
た

　
家
族
と
教
室

　

初
期
の
頃
か
ら
裏
方
と
し

て
支
え
て
来
て
く
れ
た
千
恵

さ
ん
と
「
こ
の
先
も
一
緒
に

続
け
る
な
ら
ば
。」
と
結
婚
。

生
ま
れ
た
子
供
た
ち
も
生
徒

と
し
て
教
室
に
通
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
の
公
演
で
も
、

次
男
の
昊
（
そ
ら
）
君
（
小

四
）
が
三
曲
。
長
男
の
海
君

（
中
二
）
は
十
一
曲
を
披
露

し
、
生
徒
た
ち
の
け
ん
引
役

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
身
の
教
室
の
他
に
、
松

本
養
護
学
校
で
の
ダ
ン
ス
指

導
、
麻
績
小
学
校
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
動
会
の

ダ
ン
ス
指
導
を
務
め
る
英
夫

さ
ん
。「
長
野
か
ら
の
ダ
ン

ス
」
を
今
日
も
発
信
し
続
け

て
い
ま
す
。

お
み
ご
と

ギ
ャラ
リ
ー

OM
IGOT

O

Gallery

ク ラ ブ 名 称 活 動 日

マクラメ 毎月第 1・３水曜日

紙芝居の会 毎月第３月曜日

遊部（アナログゲーム） 毎月第２木曜日

囲碁クラブ 不定期

茶道クラブ 毎月第２・４金曜日

太極拳クラブ 毎週月曜日

アルプホルンを吹く会 毎週土曜日

麻の実短歌会 月１回（曜日不定期）

麻績村童謡を歌う会 毎月第３水曜日

麻績写真クラブ虹 毎月第４水曜日

麻績山野草おだまきの会 不定期

愈（いよ）の会（筝） 毎週月曜日

民謡民舞善の会 土曜日（不定期）

日曜画家倶楽部 毎月第２・４日曜日

麻績ヨーガ 毎週水曜日

文月会（カラオケサークル） 不定期

麻績ＩＣ　※ダンス 不定期

日舞　利久会 土曜日（不定期）

麻績村の歴史を学ぶ会 不定期

哲士義塾　空手道場 毎週水曜日

ＯＭＩ ＺＵＭＢＡ（ズンバ）　※ダンス 毎週日・月曜日

マジック・南京玉すだれサークル 月１〜２回
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麻
績
小
学
校

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

　

運
動
会
と
は
？

麻
績
小
学
校
運
動
会

　

雨
の
影
響
で
一
日
延
期
と
は

な
り
ま
し
た
が
、
最
高
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
「
第
五
十
四

回
麻
績
小
学
校
運
動
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
、

体
の
運
動
会
を
創
る
た
め
に
、

児
童
・
職
員
で
「
運
動
会
の
新

し
い
形
」
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

全
校
縦
割
り
班
の
「
友
だ
ち
グ

ル
ー
プ
」
を
生
か
し
て
日
常
の

学
校
生
活
を
大
切
に
し
た
組
分

け
、
学
校
の
授
業
で
あ
る
「
体

育
の
学
習
」
を
大
切
に
考
え
た

種
目
や
時
間
配
分
、
勝
ち
負
け

で
は
な
く
「
過
程
を
大
切
に
し

た
い
」
と
願
い
を
込
め
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
、「
地
域
公
開
」
の
あ

り
方
…
。
苦
し
い
三
年
間
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
実
現
で
き
た

新
し
い
運
動
会
で
す
。
村
民
の

皆
様
に
は
、
た
く
さ
ん
の
声
援

と
拍
手
で
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

栗
林
教
頭
先
生
か
ら
寄
稿▲お互いに頑張ろう

▲太陽のように熱く

▲年長さん来年待ってるよ

▲韋駄天のごとく

▲一丸となって番場踊り

▲稲妻のように速く

▲今年は綱引き復活

対
策
を
取
り

つ
つ
も
、
制

限
無
く
全
て

の
ご
家
族
・

村
民
の
皆
様

に
観
覧
い
た

だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
恒
例
の

「
番
場
お
ど

り
」
も
た
く

さ
ん
の
方
に

参
加
い
た
だ

き
、
以
前
の

よ
う
な
賑
わ

い
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
主

運動会の１コマ
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▲先生も一緒に

▲力の限り応援するよ

▲「でっきこないをやらなくちゃ」

▲スマッシュ決めるぜ！

　

私
達
も
先
輩
た
ち
の
よ
う
に

試
合
に
出
て
が
ん
ば
っ
て
み
た

い
で
す
。

　

剣
道
中
信
大
会
を
終
え
て

二
年
　
久
保
田
　
洸
星

　

ぼ
く
は
、
六
月
十
七
日
十
八

日
に
行
わ
れ
た
中
信
大
会
で
頑

張
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
個
人
戦
で
す
。
大
き

な
声
を
出
し
て
、
自
分
か
ら
打

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
ア
ッ
プ
で
す
。
大

会
の
ア
ッ
プ
は
最
後
の
練
習
に

な
る
の
で
、
集
中
し
て
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
で
三
年
生
が
引
退
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
二
年
生

が
引
き
継
い
で
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

　

三
年
間
の
集
大
成

三
年
　
柳
澤
　
唯
人

　

私
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
は
、
六
月
十
日
か
ら
行

わ
れ
た
中
信
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
中
信
大
会

ベ
ス
ト
８
を
目
標
に
し
て
が
ん

ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　

部
員
が
七
人
し
か
お
ら
ず
練

習
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

時
間
を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
の
代
か
ら
ベ
ス
ト

16
以
上
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
「
今
回
こ
そ
は
、
ベ

ス
ト
16
以
上
に
行
っ
て
や
る
」

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
、
最
後

の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
一
日

目
は
二
勝
、
二
日
目
は
一
勝
一

敗
で
ベ
ス
ト
16
に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

中
信
大
会一

年
　
三
浦
　
羽
未

　

私
た
ち
一
年
生
は
、
試
合
に

は
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
輩
達
を
応
援
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩

た
ち
は
笑
顔
で
、
最
後
ま
で
全

力
で
ボ
ー
ル
を
つ
な
げ
て
い
て

す
ご
く
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
応
援
歌
を
一
人
三

役
分
の
声
を
出
し
て
全
力
で
応

援
し
た
の
で
声
が
か
れ
て
し
ま

っ
た
け
ど
、
自
分
達
の
で
き
る

こ
と
は
頑
張
れ
た
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

筑
北
中
学
校

　

ゆ
る
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
塾

　

五
月
三
十
一
日
と
六
月
二
十

一
日
に
筑
北
中
学
校
に
て
「
ゆ

る
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
塾
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
や
地
域
の
人
々
へ
広
く

運
動
の
機
会
を
提
供
し
、
運
動

の
楽
し
さ
・
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
心
身
の
健
康
の
維
持 

・
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
様
々
な
運
動
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
運
動
を
楽
し
む
土
台
を

作
っ
て
い
き
た
い
。
筑
北
中
学

校
臼
井
伸
明
校
長
先
生
の
そ
ん

な
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

放
課
後
の
午
後
三
時
四
十
分

か
ら
生
徒
と
職
員
が
集
合
し
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
分

か
れ
て
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

運
動
に
親
し
み
、
楽
し
み
な

が
ら
相
互
の
交
流
が
で
き
た
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
生
徒
か
ら
や
っ
て
み
た
い
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
い
く
そ

う
で
す
。
ま
た
い
ず
れ
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
く
計
画
も
あ
り
ま
す
の
で

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
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に
は
「
大
野
田
に
は
北
条
姓
の

家
が
現
在
も
継
続
し
て
お
り
…

庄
金
地
籍
に
北
条
氏
の
持
仏
堂

が
あ
っ
た
と
い
い
、
か
つ
て
五

輪
塔
も
出
土
し
た
と
い
う
。」

と
あ
る
。
麻
績
御
厨
の
地
頭
伊

賀
氏
（
北
条
氏
）
ゆ
か
り
の
寺

で
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。

〇
市
野
川
神
社

　

鎌
倉
時
代
北
条
氏
は
、
諏
訪

神
社
を
尊
崇
し
、
各
地
に
諏
訪

大
社
が
勧
請
さ
れ
た
。
市
野
川

神
社
、
矢
倉
神
社
と
も
に
諏
訪

社
で
あ
る
。
伝
承
で
は
、
元
応

四
（
一
三
二
二
）
年
峰
山
か
ら

現
在
地
に
移
り
、
康
永
二
（
一

三
四
三
）
年
拝
殿
を
造
営
し
今

日
に
至
る
と
い
う
。

　

祭
事
は
春
と
秋
に
行
わ
れ
、

神
楽
を
奉
納
し
村
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

〇
矢
倉
諏
訪
神
社

　

由
緒
に
、「
文
永
九
（
一
二

七
二
）
年
十
月
善
導
寺
住
職
保

誉
上
人
寄
附
シ
社
殿
ヲ
建
築
ス

…
」
と
あ
り
、
昭
和
二
（
一
九

二
七
）
年
諏
訪
社
と
改
称
さ
れ

た
。
宝
物
と
し
て
、
正
徳
元

（
一
七
一
一
）
年
の
棟
札
と
寛

永
七
（
一
六
三
〇
）
年
「
日
本

記
神
氏
抄
」
七
冊
が
あ
る
。
諏

訪
大
社
の
末
社
と
し
て
、
御
柱

祭
は
数
え
で
七
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
令
和
四
年
四
月
二
十
四
日

に
二
本
が
建
立
さ
れ
た
。

〇
安
坂
神
社

　

か
つ
て
は
、
諏
訪
大
明
神
で

あ
っ
た
が
、
明
治
十
六
（
一
八

八
三
）
年
安
坂
神
社
と
な
っ
た
。

創
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、

嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
に
安

坂
の
地
頭
が
諏
訪
神
社
御
射
山

祭
の
頭
役
を
つ
と
め
、
神
鷹
神

馬
な
ど
を
奉
納
し
て
い
る
の
で

鎌
倉
時
代
初
期
と
推
考
さ
れ
る
。

近
く
に
「
安
昌
寺
跡
」
と
い
う

場
所
が
あ
り
、
神
宮
寺
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〇
味み

酒さ
か

部べ

神
社
（
筑
北
村
坂
井

権
現
原
）

　

も
と
熊
野
三
社
大
権
現
で
あ

っ
た
が
、
明
治
十
七
（
一
八
八

四
）
年
味
酒
部
神
社
と
改
称
さ

れ
た
。
社
伝
に
は
、
南
北
朝
の

暦
応
二
（
一
三
三
九
）
年
に
創

始
さ
れ
た
と
い
う
。
応
永
十
六

（
一
四
〇
九
）
年
伊
賀
氏
の
一

族
で
あ
る
佐
藤
四
郎
大
夫
藤
原

光
盛
が
社
殿
を
造
立
し
て
い
る
。

〇
大
吉
原
神
社
（
筑
北
村
坂
井

永
井
宮
沖
）

　

神
伝
に
よ
れ
ば
、「
当
諏
訪

大
明
神
ハ
桓
武
天
皇
延
暦
年
中

（
七
八
一
～
八
〇
五
）
…
鎮
祭

シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
…
」
と
あ
る
。

　

明
治
二
十
六（
一
八
九
三
）年

大
吉
原
神
社
に
改
称
し
た
と
い

う
。
延
宝
五（
一
六
七
七
）年
本

社
再
建
の
棟
札
が
あ
り
、「
信

州
筑
摩
郡
大
吉
原
郷
柳
出
庄

…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

伊
賀
氏
・
北
条
氏
と
か
か
わ
り

の
深
い
神
社
と
推
考
さ
れ
る
。

　
鎌
倉
時
代
の

　
矢
倉
郷
に
つ
い
て

　

建
久
四
（
一
二
九
三
）
年
に

で
き
た
「
神
鳳
鈔
」
に
「
内
宮

麻
績
御
厨
八
カ
条
」
と
あ
る
。

条
と
は
村
（
郷
）
の
こ
と
で
、

麻
績
御
厨
に
は
八
カ
村
が
あ
っ

た
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
に
見
え

る
郷
名
に
は
「
矢
倉
」
の
み
で

あ
る
。
由
来
の
史
料
は
欠
く

が
、「
矢
蔵
」「
矢
久
羅
」
と
も

あ
る
。
初
見
は
、
永
仁
二
（
一

二
九
四
）
年
伊
賀
頼
泰
の
譲
状

に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
の

貞
応
二
（
一
二
二
四
）
年
伊
賀

氏
の
変
で
頼
泰
の
先
祖
曽
祖
父

に
あ
た
る
光
宗
が
矢
倉
に
配
流

さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、
翌
嘉
禄

元
（
一
二
二
五
）
年
、
か
つ
て

の
同
僚
信
生
法
師
が
な
ぐ
さ
め

に
矢
倉
を
訪
れ
て
い
る
。

　

文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
に

は
、
越
後
の
僧
学
道
上
人
が
矢

倉
に
泊
ま
り
、
杣
鎌
田
孫
太
郎

の
尽
力
に
よ
る
開
道
と
案
内
で

聖
山
に
登
り
、
高
峰
寺
を
創
建

し
て
い
る
。

「
長
野
県
地
名
大
辞
典
」
に
よ

る
と
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）

年
。
家
数
十
二
、
人
数
七
十
六
、

馬
四
と
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
村

の
規
模
を
示
す
史
料
は
欠
く 

が
、
麻
績
御
厨
八
カ
条
の
中
で

も
小
村
で
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鎌
倉
時

代
に
要
人
が
訪
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
に
つ
い
て
の
解
明
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
一
つ
に
は
東

山
道
支
道
の
麻
績
駅
が
矢
倉
村

付
近
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
二
つ
に
は
、
伊
勢
神
宮
へ

の
供
祭
物
「
鮭
」
の
漁
場
が
矢

倉
村
を
流
れ
る
安
坂
川
に
あ
っ

た
、
三
つ
に
は
、
山
腹
の
大
福

寺
（
後
の
善
導
寺
）
の
大
伽
藍

が
見
え
た
、
四
つ
に
は
、
安
坂

川
（
現
麻
績
川
）
の
氾
濫
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
水
利
の

便
が
良
く
御
厨
ト
ッ
プ
の
優
良

農
地
「
地
蔵
川
原
」
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
等
と
推

考
さ
れ
る
。　

次
月
号
に
続
く

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

　

麻
績
御
厨
の
鎌
倉
殿

（
そ
の
六
）

　
伊
賀
氏
・
北
条
氏

　
ゆ
か
り
の
寺
と
神
社

　

麻
績
御
厨
に
は
、
鎌
倉
幕
府

御
家
人
ゆ
か
り
の
寺
と
神
社
が

多
く
あ
る
。

〇
布
光
山
醫
王
院
福
満
寺
（
天

台
宗
）

　

創
建
は
、
平
安
時
代
の
嘉
祥

二
（
八
四
九
）
年
と
伝
わ
る

が
、
鎌
倉
時
代
の
伊
賀
氏
の
願

文
（
県
宝
）
や
多
く
の
仏
像
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
別
項
に
記
載
し

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

〇
冠
着
山
安
養
寺
（
真
言
宗
）

　

創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
、
法

相
宗
の
古
刹
で
あ
っ
た
と
伝
わ

り
、
平
安
時
代
の
貞
観
八
（
八

六
六
）
年
定
額
寺
と
な
っ
た
。

明
徳
年
間
（
一
二
九
〇
～
九

二
）
満
光
寺
安
養
院
と
改
号
し

て
、
境
内
に
飯
縄
権
現
を
奉
斎

し
、
戸
隠
山
・
熊
野
社
と
も
つ

な
が
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
冠

着
山
を
舞
台
に
し
た
修
験
道
の

寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

塩
田
北
条
氏
の
祈
願
寺
前
山

寺
の
末
寺
で
あ
り
、
坂
井
村
誌
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セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

絵
本
贈
呈
の
会 

開
催

　

四
歳
児
に
村
か
ら
絵
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
セ
カ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」。
今
年
は
十
四
名
の
お

子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
、
三
年

ぶ
り
に
図
書
館
プ
レ
イ
ル
ー
ム

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
手
遊
び
や
、
大

型
絵
本
の
読
み
語
り
が
あ
り
、

物
語
を
じ
っ
く
り
と
感
じ
て
い

る
様
子
に
、
絵
本
へ
の
関
心
が

伺
わ
れ
ま
し
た
。
塚
原
村
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
絵
本
が
手
渡

さ
れ
る
と
、
さ
っ
そ
く
う
れ
し

そ
う
に
開
い
て
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
お
仕
事
紹
介

○
か
り
ん
文
庫

「
か
り
ん
文
庫
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？　

聖
高
原
駅
と
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
無
人
図
書

館
〟
で
す
。
寄
贈
本
の
一
部
や

引
退
し
た
図
書
館
の
本
を
中
心

に
置
い
て
あ
り
、
毎
週
二
回
、

本
の
入
れ
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

返
却
期
日
は
設
け
て
い
な
い

た
め
、
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
保
育
園
出
張
図
書
館

月
二
回
、
麻
績
保
育
園
の
降
園

時
間
に
合
わ
せ
、
六
十
冊
程
度

の
本
を
持
っ
て
、
園
庭
で
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
や
紙

芝
居
を
は
じ
め
、
本
選
び
に
迷

っ
た
と
き
の
た
め
に
、
職
員
お

す
す
め
の
福
袋
も
五
セ
ッ
ト
ほ

ど
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
じ
っ
く
り
選
ぶ
子
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
今
日
は
ど
れ

に
し
よ
う
か
な
～
」「
こ
の
お

話
知
っ
て
る
！
」。
保
護
者
向

け
の
本
を
手
に
取
っ
て
「
こ
れ

は
マ
マ
に
借
り
て
あ
げ
る
」
な

ん
て
い
う
可
愛
ら
し
い
場
面
も
。

　

図
書
館
に
足
を
運
ぶ
の
が
難

し
い
ご
家
庭
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
出
張
の
機
会
を
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
さ
ん
ぽ
カ
フ
ェ

　

麻
績
学
舎
で
開
催
の
「
お
さ

ん
ぽ
カ
フ
ェ
」
に
伺
い
、
本
の

貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
活
字
本
や
趣
味
の
本
、
話

題
の
本
な
ど
、
三
十
冊
程
度
を

並
べ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
興
味
の
範
囲
が
広

く
、
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
読
書
の
機

会
の
確
保
と
新
し
い
好
奇
心
発

掘
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

麻
績
小
学
校
図
書
館
だ
よ
り

　

脳
ト
レ
で
有
名
な
川
島
隆
太

教
授
が
、
以
前
「
読
書
の
重
要

性
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
読
み
語
り
は
、
読

み
手
も
聞
き
手
も
感
情
が
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
脳
の
発
達
に
良
い
そ

う
で
す
。

　

先
日
か
ら
、
保
護
者
の
方
に

よ
る
読
み
語
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
読
み
手
の
保
護
者
の
方
は
、

子
ど
も
達
の
熱
い
視
線
を
受
け

「
緊
張
し
ま
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
お
上

手
で
、
そ
の
場
に
い
た
全
員
が

お
話
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
集

中
し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
お
気
軽
に
、

読
み
語
り
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

５月貸し出し数
貸出冊数一般	 885冊
貸出冊数児童	 1393冊
来館者数一般	 400人
来館者数児童	 980人

６

▲手に取っていただ
　けそうな本を選ん
　で置いています

▲お名前を教えてください。
　ピッ！　はい、どうぞ

▲読みたい本に出合う楽しみ
　をどうぞ

▲保護者の語りに、目を輝か
　せて聞き入る二年生

▲お気に入りの本。これからも
　いっぱい読んでね

☆お知らせ☆
『読みがたり講座　開催』
日時：７月18日（火）
14：30～15：30
場所：おみ図書館
プレイルーム

講師：谷口和恵先生
本と子どもの発達を考える会

・絵本専門士
どなたでも参加できます。
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松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

　

採
用
資
格
試
験
（
初
級
）

　

来
年
四
月
以
降
に
採
用
予
定

の
松
本
広
域
連
合
消
防
職
員
採

用
資
格
試
験
（
初
級
）
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

平
成
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
た

だ
し
、
四
年
制
大
学
卒
業
者
及

び
四
年
制
大
学
卒
業
予
定
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
第
一
次
試
験

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

①
日
程
：

　

令
和
五
年
九
月
十
七
日（
日
）

②
場
所
：

　

教
養
試
験

　

松
本
市
役
所
波
田
支
所

　
（
松
本
市
波
田
四
四
一
七-

一
）

　

体
力
試
験

　

松
本
市
波
田
体
育
館

　
（
松
本
市
波
田
一
〇
〇
九
八-

一
）

●
受
験
申
込

　

令
和
五
年
八
月
十
八
日（
金
）

か
ら
二
十
五
日（
金
）ま
で

　

期
間
内
の
必
着
分
を
受
付
と

し
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
郵

送
事
故
防
止
の
た
め
、
簡
易
書

留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
案
内
・
申
込
用
紙

　

松
本
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
、
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
希
望
の
人
は
、
一
四
〇

円
切
手
を
貼
付
し
、
送
付
先

の
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た

角
型
二
号
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
う
え
、
赤
字
で
「
試

験
案
内
希
望
」
と
明
記
し
て

お
早
め
に
次
の
宛
先
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

●
請
求
先

　

〒
三
九
〇-

一
四
〇
一

　

長
野
県
松
本
市
波
田
四
四
一

七
番
地
一
松
本
市
役
所

　

波
田
支
所
四
階

　

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務

課

　

電
話　

八
七-

五
四
六
〇

※
試
験
案
内
は
松
本
広
域
連
合

及
び
松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

松
本
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、http://w

w
w
.m
-kouiki.or.jp

松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、http://w

w
w
.m
-kouiki1

1
9
.

jp/m
atsu/M

atsuS
erv

　
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

　

に
つ
い
て

　

商
品
の
売
買
や
各
種
の
証
明

行
為
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
、
二
年

に
一
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
麻
績
村
が
対
象

地
域
と
な
り
ま
す
の
で
、「
は

か
り
」
を
お
持
ち
に
な
り
、
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
検

査
代
金
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時

　

令
和
五
年
七
月
二
十
日（
木
）

　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

　

午
後
三
時
ま
で

●
場
所

　

麻
績
村
役
場
駐
車
場

●
お
問
い
合
わ
せ

　

麻
績
村
役
場
振
興
課

　

電
話　

六
七-

三
〇
〇
一

　

企
業
就
職
面
接
会
ｉｎ
松
本

　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

松
本
職
業
安
定
協
会
（
後
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
）
で
は
、

令
和
六
年
三
月
新
規
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定

の
方
及
び
卒
業
後
概
ね
三
年
以

内
の
方
を
対
象
に
し
た
面
接
会

を
、次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

令
和
五
年
八
月
七
日
（
月
）

　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

　

午
後
四
時
ま
で

　
（
入
退
室
自
由
）

●
場
所

　

ホ
テ
ル　

ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

　

松
本
市
本
庄
一-

二-

一

　

電
話　

三
七-

〇
一
一
一

●
参
加
予
定
企
業

　

松
本
・
塩
尻
・
安
曇
野
・
東

筑
・
大
北
地
域
に
就
業
場
所
を

持
つ
企
業
（
約
八
〇
社
参
加
予

定
）

●
受
付
時
間

　

午
後
一
時
か
ら

　

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

※
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直

接
面
接
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

　

電
話　

三
一-

八
六
〇
〇

　

編
集
後
記

　

夏
至
を
迎
え
、
夏
に
向
か
っ

て
気
温
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

真
夏
日
を
迎
え
る
日
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
は
熱
中
症
に
気
を
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に

高
齢
の
方
は
、
発
汗
機
能
が
衰

え
て
汗
を
か
い
て
い
な
い
よ
う

で
も
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
分
を
摂

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
何
よ

り
大
切
な
こ
と
は
暑
く
な
る
時

間
帯
は
外
に
出
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
た
だ
し
、
室
内
に
お

い
て
も
熱
中
症
に
な
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
効
果
的
に
使
い
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

冷
た
い
も
の
は
摂
り
す
ぎ
る

と
体
を
冷
や
し
て
不
調
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
程
々
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ご
冥
福
を
祈
る

勝
野　

辰
三　

94
歳　

宮　

本

瀧
澤　

貞
子　

93
歳　

野
田
沢

飯
森　

良
彦　

71
歳　

横　

屋

太
田
冨
士
子　

84
歳　

明
治
町


